ブックレット『東亜同文書院大学と愛知大学』の編集に携わって by 山下 輝夫
『東車同文書院大学と愛知大学』の
編集に携わって
Iii] ：年九 l弘J己念 rn 2-1 
ブックレット
東亜川文書院大学記念センター委員・入試広wmm州主幹
山
下
輝
夫
はじめにーー大学に対する伝統への評価大学における伝統は、大学の生い立ちと建学の精神を背旧民とする大学独自の学風、教育の特色などを表現していますGそして伝統は、大学の歴史のなかで先輩から後輩へと
受け継がれていく学空集聞の足跡の表現であります仁大学に於ける伝統への評価は、大学’け休の、水年にわたる教育研究への努力もさることながら、大学から巣立っていった卒業生の社会での前脱が、オーバーラップした形で 社会に於ける抜介却価 もあります口大学における版史と伝統は 評価の一つとして理解され、それ山体に同有の側偵をな味付けており、社会的評価の尚さを衣現しています
c
ことに、私史大学にあっては大
学の生い立ちと建学の精神は、大学の伝統を性絡づける底流をなしています
c
愛知大学は敗戦の程年、
A九間六年に創立されました口
戦後日以初の川制大学として設立認可された愛知大学は、日本の大学でただ一つ、敗戦 いう．佳史的な時代北口氏のもとに設置された大学でありますそして「日本川志法」の公布と則を一にしていますい寸愛知大学設立趣 引け」のいけ刻、には建学の趣行を次のように述べています口
「我日本は長則に一日一る今川戦争に依て物質的精神的に坑
廃せしめられ、殊に比ハの結果は惨櫓（
H
さんたん）たる敗
戦を回引き一止に山間決 危機にす一つと． パうも過ぺけではない）ん
I
斯（
Hか）かる山川凶械を免れんするならば、事をして悲（日
ここ）にいたらしめたる川き日本 ぶれる指導と積弊を一耐し、析しき日本として辺生するの道を択（”えら）ぶ外ないのである」
「斯（日かく）の如き投が
H
本の新しき出発に際して、
当而解決を要する諸磁の問題山航す と難（
H
い）えども、
就中（日なかんずく）、学問、思想、文化を．吐（日さかん）に興し、教養ある有為の人材 養成することは、北ハ急務に
して、以も法礎的なるものの一と．
Jうべきであろう口政ルザ
相謀（日はか）って法に愛知大学を設立せんとする所以（
H
ゆえん）は 実に斯かる客観的要指に呼応するものにして、一言を以て之を言えば、世界平和に寄与すべき日本人文の興隆と有為なる人材の養成と一五うに以きるのである」愛知大学は、日本の私立大学で二九番目に誕生した大学です。明治時代からの十 い歴史 伝統を持つ東京・京阪神の私大から見れば雌史 浅い大学ですが、その生い立ちは他の大学には見ら ない県色 存紅であり、東．肱川文品川
H院
大学という．怜史的遺産を純水するという特異性をもっであります。風化していった同文書院大学の位置づけ『愛知大学十年の歩み』は、愛知大学創設に至るいきさつを次のように述べています。「本間学．長、小山石井教授、その他同文書院大学の教授（上
海からの）帰還の械がいいえられるや、内地において他の大学に転入学千絞修了者、千統未修
f
者、或は新に復員せる
行等は述けの如く、成は千紙で或は自ら神川の（川文計院大学消算）事務所を訪れ、新大学の設し止を希望する者が似めて多かった。東岨川文会の文緩による新大学の設なを断念された本問、小山行井両氏は、事ここに到っては有志のものが相集 り山分の力に設立する外はないと決心された。（中略）新大学の設立するについて、位終的決定を行うため、・本
問、小川行井剛氏は鈴木保郎氏、神谷氏、本町氏等に凶られ、附和一一卜一年五川一
.. 卜日東京九段下の若立口旅館に旧同文書
院大学の教職けはを行集せられた。中－時、食税事情は極端に悪く、交通事情も拙悪の時代であったが参会行は卜三名に達し（氏名を略す）此の最初の会合に於いて設立の見透しその他につき種々の意見が開陳されたが、積極的な主娠が大勢を支配し、新大学の設立することに最終的決議がまとまり、九日開校を目標に具体的活動に入ることになった
D」
（『愛知大学十年の歩み』昭和三一年刊。十一頁
1
十二頁）
愛知大学は、中部地方唯一の旧制法文系大学として設立されました。当時、中部地方に は名古屋帝凶大学医学部のみで、文科系学部 大学では、中部地方最初 大学としての地位を占めています口 かし、附和二川 に「新制
大学」制度が発足し、以降数年のうちに名城大学、市山大学、愛知学院大学が誕生するぷです。愛知大学が特異な設立の経緯と山 大学の輝かしい．惟史を持つとはいえ 戦後半陛紀にわたる時間の経過によって 代認織も希薄となり、それは教育制度への理解をもっ一部識者か、年配若の間での認識であり、若い世代にはその特異性の理解力は乏 いものがあります。創立以来愛知大学は、ことさら東亜同文書院の関わりを主張しませんでした。それは
GHQ
の圧力や、戦後の風潮
の小で梢民地大学への謝われなき悦線を意識してのことで有りました。しかし、東亜川文書院関係者が創る愛知大学だからこそ、社会は支援をおしまなかった。その辺 いきさつは、創設有本問点一先生の記述に見られます。しかも、創設朋の学部生は件院生が 勢 占め、教員の中心も川文
プy クレ y ト r東亜luJ 文 a’i院大’Fと愛知大学』の編集に批わって?<; 臼υ
A
院の先生方、創立から附和三七年度までの学長は、林学
長、本間学長、小岩井学長と同文書院関係者で有ったことから、草創の頃はあえて川文井院 一一一日わずとも、愛知大学は川文書院の流れをくむ大学として、叶一間一般に認識されていました。そして、『小川ト八時典』の刊行、川川際問題研究所の中 研究の取り組み 中凶関係専攻コ
l
スの配置は、
その実績と伝統を受け継ぐものとして評価されてきたのです。創設に挑わった第一附代が去り、川文内院山身の教職此・学生の桁導と彩枠を乏けた第三世代も数少なくなり
愛大の設立の経緯への関心す 希薄となり時は流れていきました。こうしたある時期に、非常勤講師として教酬に立たれた、川文訂・院山身のジャーナリスト氏は「ん
rの愛ト八で
は先住万も学生もぷも川文川院を知らず 以 い気持ちとなった」とお品になったと伺いましたニんーから
4
・K
年程前
のお話ですむその頃の可愛知大学案内』には、「戦後、京．地川文計
大学、京城帝川大学、ムリ北川巾川大学から引きぬげた教職日によって：・ぷ心比された口」と設立の経緯が記載されて来ました。この記述は一而の事実では有りますが、「実事求口疋」では有りません
c
私たちが知っている歴史の本質がわざと
避けられているのです。こ 決まり文句は、先に述べた草創の頃の深慮から生まれた衣現で有りましょう
c
より．止時
には「戦後、収．佐川文品川院大学の教職日・学生が中心となって：・設立された」と記載されるべき あり す。
東軍同文書院大学記念センターの誕生
H た l':Iえ，，L'.(:.nt 26 
ところで、こうした経過の中で九一年（平成二一）に、東
亜同文古院大学の川窓会「福友会」有志は、東亜同文書院の偉業を後慌に伝え、日本と中凶の許隣友好に討献する学術研究を衣彰するため「京岨川文市院基金会」を設立し、その業務を川文品川 と縁 深い愛知大学に付託されままた
c
「東川肥川丈芹院基金会」設立は、同文書院と愛大の両
校関係を語るとき、意義ある山来事として留意されるべきでしょうけその年「係 ・山川兄弟予亥革命資料」が愛知大学に寄附され、民ぃ合会の設な以降、組友会と愛知大学は急速に視訟な関係へと改持されて行きました
c
この経過の
中で大賢一石一正教務課長（書院内六則・旧制五期）は大きな役割を果たされました
U
「山県川皿川文訂院大学記念セン
ター」は、こうしたいきさつによって一九九：一年．
K
川一二。
けに誕生したのです
q
山本館（現「大学記念館」）の修復工事をまって問年間の経過の後、九七年に「束亜同文書院大学記念センター民
示室」を開設しま が、その開設記念式典で石井前学長は、「一九
O
一年創立の京一弛川文内院の一惟史と、創立五
O
同年を迎えた愛知大学の一校史が一本の太い糸で繋がった思いでございます
c
思い起こしますと、一九九二年、学長に
就任以来、同文書院大学記念センターのことを霞山会と泌友会の関係の方々と協議を続 、京一組川文いれけ院大学 センターという組織 削りました
c
その～
tu
日は京姫川文洋院
火
山一子の教育、研究仁の業続を我々
の下で明
ら
かにし、後附一
に伝えることであります
。端的に中しますと本問先生、小
岩井先生、鈴木怨郎先生方
、
川文』院ゆかりの先生がたか
ら直接数えを つけた（京夜間文注院大学
）・卒業生の特さん
が沢山おみ になります
。
しかし
、
大学に残
っている釘と
一言
いますと、払たちが品後の者であります
。
したがって、
弘たち 大
学
を去
ったあとは
、
おそらくそういったおは山
米ないであろう
。夜々の手で東川同文洋院の優れた装結を
後批に伝えていく義務があると
一百
うことで山発しました
」
と訪られて ます
。石井学長は本学創
立
者本間喜
一学長の
以後の教え子であり、同文品川院記念センター委員長
今
泉澗
太郎教授は、
『小日大館叶胤（
』
の産みの説、鈴木嫁郎教ほの
後紙者でもあります
。
「MM
故知新
」、愛知大学の般事を訪ね愛大の存在を知ら
しめ、京盟問文甘口院を
「幻の名門校
」
でなく
「訊り縦がれ
る名門校
」
とするため、新たなる文化活動の展開を、石井
学長
・今・
H水
委日
UK等と
d血友会代表委日からなる
「東亜同
文内院大学記念センター
」
のメ
ンバーで
一品川
りんけいま
し
た
。
－九
円OS付・学生た
6のR
－m剣ドマ
愛大の歴史再発見「前身校
・東亜
同文
書院大学」
削
立以来学快紀を純て
、愛知大宇の版史認識も希滞な
っ
た状似を断まえ
、
川文川院大学記念センターは
、
そ
の
一つ
のが業として
学生をはじめ打い川代へのメ
γセ｜ジとして
『ブックレ
Yト束雌川丈山院太平と愛知大学
』一
民
1
間保
を刊行（九
三
1九六年
）
しました
。
この刊行引業に私は記念センター委只と広械課長の
・一川止
の引い鮭
で、合同・編集を狙う事になりました
。
すこし編集について述
べます
。『
プ
γ
クレ
γト京姫川文
品川院大内
「と愛知大学
』
各民執乍の慨安は
『都内集
L
：一行（
i
五
頁で
、小川山
口二氏が迎切な紺介をして下
さ
っているの
で
割愛いたします
。
『プ
ヅ
クレ
yト京盟川文什
一日院大川？と愛知大学
』
の執喰朽
は、愛知大学平創期 語り部として
、敗戦後、小川か
ら
引
き場げ愛知大学の創設に参加した束盟川文川院
止
の諸先椛
にお願いをしました
。小崎
日間業氏
（愛大旧制
一期
・作院内
二問
、
一良品開市
）、釜井卓
三氏
（愛大旧制
二期
－KH
院問問問、
一集品開いド
）、古川縞氏（愛大旧制
二
期
－ku
院凹
三如
、
二
佐
川間草
）、小田
啓
二氏
へ愛大旧制
二期
・
ルnu院山間期
、凹集鉄事
）
、
小林
一夫氏
（愛大旧制
二期
・占院回同期、
一日集執乍
）、松
山間的氏
（愛大旧制
一二期
－hd
院四
五
期、
二
集執乍
）、川原
寅夫氏（愛大旧制四期
・持院凶五期、
二集執詩）、鈴木康
雄氏（愛大旧制四期
・占院四六期、
一ニ集執唯
）
愛ト八－
M十以外
で、特に伊膝忠久蔵氏（
KH院凶
O
期、
ご集執筆）、日賢見
27 7ソ7レソ ト＇!ll..Y(Jol.(i'i ~.主k"i：と愛知人ヴ：a の端払にill,わ Jて
氏（川院内
O
問
、－
一一集執市）にご円以州場いただきました
。
日野泌氏は「
A
院
・仁海
・川本｜｜わがこころの記
」
を脱
一制されて松なく入院され
、
第二
一換を病
床
で
千に
し刊行を点
んでドさいましたが
、
盟
一九九六年のぷ永眠されました。
紙耐をかりで
心
からお悔やみを
山中
しヒげます
。
報
道
関係佐では
、毛井正勝氏（制
U
新聞名古屋本社編集
委日
：・当時
、
二
集
・間
保執本）
、
福
川哲夫氏（
N
HK
名占
凶欣送センター役組制作ディレクター
：当時
、
一ニ集執銃）
、
小野じい介氏（川本経済新聞名占庄支社記者：
・当時、凶佐川例
市）とご協
刀
をいただきました
。
乍内からは
、
勝目佳久数
段（文学部
、
一佐川間唯）
、加々美光行教授（現
代
中国予知長
、
間集以憎い）に参加していただきました
。また、米
・カリフォ
ルニア大小バ
ー
クレー校訪問教授の林文川先生の台湾
『聯
九円以
』相似レポート「上海
川文忠院と愛知大学
」
（
J－民）
の紺ぷは、今泉潤太郎教授（現代小同学部
・川文作院記念
センター委
U
長）
にお願いしました
。
紙耐に川文什一什院
hvi時の
VHr点を挿入し
、時代背はのイメー
ジア
yプと読みやすくすることに心掛けました
。
掲載写点
の多くは厄友会所必の
い米民同文什げ院作則のアルバムより転
紋させていただきました
。
写山
一パ提供とキャプションについ
ては
、
同文什一川院記念
セ
ンタ
ー
委員
・福友会幹＃
’の川以来掛子
郎
・小崎品業両氏のご援助を受けました
。
『ブックレット束恒同文汗院大学と愛知大学
』第一応
「は
じめに
」
で寸この附
f
は
、京毘川文乃院大学記念センター
の発足
を
朋に
、愛知大学の学生をはじめ若い世代に、
『幻
の名門校
』と
言
われて久しく
、愛知大学の生みの親でもあっ
た東亜
川文件院大学を知り
、愛知大学との関わりの認識を
1 . 1 J丈，’1 院，！己念m 2s 
深めていただくことを期待して
刊
行した」と記述しました
。学
内店
店での
購読
ホ
U判Cヲ令
、｝L」『
ながら
、現「
JP
Z
代小
川学部、
日百七
位
同
法学部
、文学部のゼミのサブテキス
ト
とし
て
利
川
されるな
どで、愛大生に泣透がはかられました
。
発行部数は
一集
1
間集合わせて五万附
。
うち
市販附数は約一万術
、版
元のいハ
中出版のこ尽力で、東海地方中心に全同の主要
計
店で版売
されました
。中間附係
huH
で知られる東方円店の雑誌
『点方
」
で、九凶年
一川第二県が
「いま評判の小向関係
KH
」
ベスト
テンの第
二位
、
現年に部
一」的対が
一位にランクされる栄作・＆を
受けました会同の公共図引館
、
高校凶
品川川町等々への待問
も行いました
。
東亜同文章院大学と
霊知大学
読者から寄せられた感想文『ブ
ッ
クレ
yト東亜
川
文
A院大学と愛知大学
』
刊
行と共
に全凶から
三
五
O過の「読者時却はがき
」
が寄せられ
、版
一江の六
中山
版が驚く松の反特を呼びました（
『川文乃院記
念報
』各サに
拘赦）谷杭者は
、川文川院卒業生
、川ご地峡、
愛大川窓生
、教育問係督
、学生の父
円、在学生と
一般市民
の方々です。少し長くなりますが数通引用致します。
「建学の精神と歴史の重みについて改めて知ることが出
来ました。長男が法学部に在学中。父の長兄は東亜川丈在日院生として上海に留学していたと子供のころ聞かされました。残念ながら、満州に於いて昭和十年頃死亡していますので、詳しいことは知りませんでし が、こ 本で亡き伯父を偲ぶことが山来 ように思います。中国との関係に於いて、素晴らしい信頼関係が続き、いつまでも友好的交流が出来るよう祈ります」
（名古屋・同体職員
O
さん・五五十
4l
当時：・以下川じ）
「私の長兄は東亜川文存院卒、また孫二人が愛大在学、
さらに三男も愛大卒であるご く、愛大 好き。そし 、私大らしい善い校風があることを本汗により った」
（西春日井郡・
Nさん・八四才）
「『不幸な時代の古春の記録』に特に感動。戦争中、反
戦の学生たちは、同大学の真の誇 べき英傑であると思います。同大学の教授でした この記録ほど は知りませんでした」
（両宮市・大学名誉教授
S
さん・九四才）
「かつて在学した者として懐かしい限りです。日中事変
の際、やむなく軍に協力し川文書院の名を似つけました。それが残念でなり せん。本来計院はけ山中友好を目指 ていたのですから、何とも残念です」
（名古屋市中村民・高校教員
M
さん・六四才）
「東亜同文書院卒業生として、大変嬉しい発刊で た。
と川時に愛知大学への特別 愛着心が沸いてきま た準母校的な気持ちでいっぱいです。母校なき今となって ：・」
（大阪府・大学教員
K
さん・七四才）
「H中友川町のための抗重な記録です。ますます愛知大学
が東亜川文
A
院の伝統を継がれんことを
L
（阿日市・
N
さん・七一－
J
）
「私の通っている大学でありながら、知らずにきたこと
がたくさん書いあり、改めて愛大の歴史と愛大の良さを発見した感じです」
（名東区・学生
H
さん・二一一才）
「亡き夫の学び卒業した両校、夫の生前耳にした事柄や
言葉が魁り、ま 知らなかった事もここで知り、今更にこの両校に学ぶ、」とのできた犬の誇 を認識することが山来ました
L
（町川市・
N
さん・六一九十
4）
「とても内科のある良い本だと思いました。我々の附代
の一世代前の経史と伝統と言うも を感じました。小川と日本の立派な教材です。地
4応の大学であるので、強く興味
を持ち何回も読み 」
（知多郡・会社員
S
さん・四四土）
「私は同文書院四二一期生です。このたびの第二集素晴ら
しい出来です。各執筆者の中同への愛情が行間から読み取れ、国を越えたヒューマニズムに思わず口頭が熱くなることもしばしば：・。中国で暮らし、中国の体臭がしみた書院生ならではの名文です。「凶際的教養と視野」を目指す愛知大学生、特に中凶官学体験者 発表を期待しています。この立派 ブックレットが末永く存続するためにも是非お願いします」
（岐阜県・自公業
T
さん・
Lハ九才）
29 プァクレ y ト『従事~，”l文，er院大学と・愛知大γ：』の編集に挽わって
「第一
集
・第
二集
・第
三保持説
。
半此紀に及ぶ歴史と比ハ
に
、
戦前
、戦中
、戦後にわたって活縦してきたこの学校の
服史は、そのまま
H
木の近代史に残る貴重な記録であり
、
又
、
過去のぼ
史を
反省する
ことは、即ち未来の飛蹴を裏
付
けるものである
。
心に残る
三部作として後世に伝えたい」
（名古匡市緑区
・元大学教員
K
さん
・七
八才）
測量
大同学玄玄
m唾円言語f
世に広がった「東亜同文
書
院」
事川高山・＝
E
（
『プ
γ
クレッ
ト来班川文川院大学と愛知大学
・第
一集
』
を刊行したのは九
一一一年十川
。以降、
『第
一集
』九問年
二一
円、
『節
三
集
』
九
κ
年十川
、
『都内集
』
九六年卜
一川です
。
時
あたかも、九四年は学徒出陣ぃ札十川年
、九
百年は戦後一札十
同年、九六年は愛知大 創
ι
五十問年との節
U
のときでし
た
。
「同文注院記念センター
L
設置
、
そして
『第一集』の刊
行以来、東亜同文書院についての報道は愛大の関わりを合めて、制日
中日、
読売の各紙をはじめ、日経、毎日、
日
本と中国、東海日々、京愛知、雑誌
で
は
『財界
』
、
『日刊ア
ジア
』
、
海外では台湾の
「聯合報
」
にも柑松されま た
。
さらに、
NH
K稔令テレビの山五分特別持組
「上海
・幻の
名
門校
1京市此
川文内院生の軌跡から
」
の肱送、
N
HK
ラジ
オ日本
「小川
の大地を断んだ日本人学生たち
」二
日間与
一
時間の海外向け政送も行われました
。
愛知大学例文－
h十同年をはさんで、
二年半年の
聞に五八
M
の械道が展開されました
。一
つの大学が、しかも半世紀
を経てこのようにマスコミで報道さ ることは 全く希布なことで街ります
。
東随
一 同文占院ならではのことと
一一一一口えま
す
。
こうした中
で、京
市一同文
A
院は再許制され
、愛知大学
の一校史的存在についての付会認識も広がりました
（日刊紙
は地元小部版
小心
の抑制道
）。
「同文升院記念センター
」
開設の記念講械で花を添えて
下さった尾崎秀樹日本
ペン
クラブ会・
hk
（当時）は
、日
経新
聞
（九
一一
z・十・
二王）で「ム
ハ汚から引き儲げ学生であった
ねは、愛知大学への転校を希望したが、理科系だったた断念した思い山がある
。
京一政同文川院は
（中略
）
学川の白
山を符ぷ学胤のもとに
、
H
中
友好提携の人材を養成してき
た
。その挫学の精神は愛知大学に引き継がれている
。」
と
得制されました
。
また、巾凶の知日派の絞
一長老
、
Mm
平
化中国日本友好協
会
長は愛知大学創立五十周年記念講淡で
「愛知大学は今年、
創立五十周年ですけれど愛知
大学の前
身、上海同文芥院の
！”l文 J十院必念m 30 
時代から数えますと、もう百年になりました
。一
九
O
一年
に上海でその学校が出来たそうです
。
ー中略
1愛知大宇と
いう大学は、
日本
の大学の中でも中国とのいろいろの凶係
が添い、ゆかりの多い大学だと思います
。
小凶と
日
本との
友好発展の為に活協している上海川文川院出身の方々は少なくない
、そ
の小に、私
たちの非常に・縦しい友人もおりま
す
。時間の凶係上名前はいちいち上げませんが、愛知大学
は私たちにとっては非常に親近感を持つわけです
。
（同文
A
院は
）
U小聞係に熱心な五を養成したし、中川の留学生
をたくさん養成しました。ですから今、
日中間
で各分肝に
活脱している方々は元の同文占院方々、ある は愛知大学出身の方々、数多
く
あると思います
。
愛知大学の歴史は五
卜年、ちょう
ど
戦後のけ
小
関係のぼ史は
今年は丘一年
にな
るわけです
。
l中略
1愛知大学の五卜年の服史は、
言わば
小円関係史の垂安な一側刷とも
言えると
払は思います
」（一
九九六年
六
月
一一一一日
開催「川小凶際シンポジュウム
」報告
占より）
。
沿近、内
山光店先生
（川小
友好協会初代理事長
）
の務作
を読んでいて、次の記述に巡り合いまし
。
俄後の時則に
占かれた、同文』院生について 認識を示 大切な記述と忠われあえて転載します
。「（
同文古院）第十
三則から第四
4
則までの学生諸君と私述
（内山先生夫妻）のつながりは
つづいたので るから、従って私というものが時々川院の同窓のように
早「囚われる栄光を索、つすることも川県凶係でない
と喜んでいる
。
こうした多くの学生諸君が今全国に散在し
ていられる である
。
（小略）私が
二
ヵ年間の全国行脚でお会いした人々だけ
でも、なかなか数えっくせない桜である
。
希くぱ
A
院に学
んだ人々は
この際総立ちになって
日
本と小
国との友好辺助
に来り山して取きたいと思うのである
。
此Hの罪ほろほしと
一一日、っと語弊があるが、今日の
H本の亡国
はその似本紙凶は
山中国及び
小
川人の認識の訟りであったこ
とを思うて、この際是非日本人の対中国観の是正のおに一肌ぬいで民い度いと思うのである
」（内
山完造若『花叩録
』
一凶九賀、
一五
O頁、岩波件店
一九六
O
年
刊より
）
係平化先生は
一昨年逝去されましたが、シンポジュウム
で、一以盟川文什
H院中．への枠制と変大の関わりについて述べ
られた事は、意義深いも が作ると
一一日えましょう
。
また、
内山
完
造先生は、引則文にも
KH
かれていますが、戦前から
戦
中、
上海の内山内店で汗院生と語り合い、
hu白院生が時代
の小で、どのように生きたか 比つめて来られた方です
。
その先生が 伏
川院山身者にこの掠なメ
ッ
セ
ー
ジを伐され
引
を知り、心 休まる想いがいたしました
。
:i1 ブックレγ 卜 r点斑i,.J文.rr院大ザ：と愛知I ｝、；’h の制!J!に jj自わって
「前事不忘
後事之師」
『ブックレット東亜同文書院大学と愛知大学』のキヤヅ
チフレーズを「川中戦争という苦難の時代に翻五汗され、敗戦と共に半世紀にわたる版史の拡を閉じた、幻の名門校、京一地川文乃院大学」と表現しました。東亜同文書院の終局の時期、いれけ院生は「通訳従市」「学徒出陣」に駆り出されていきました。日本の 生が、戦地に赴き戦いの矢而に立たされた時代です。例え．軍部や当時の同策に疑問を抱いたとし も、戦争参加はけ・不同民 して避けられない術命でありました。 後 戦没学生の子記『きけ、わだつみの戸」が刊行され、多くの人々に読まれましたが、
hvl
時の学
徒たちは悲術な宿命を汗れい時代 制汗され のです
2
山陣学徒は、時代の被害若であると川時に加害荷の顔を持たされる悲しい巡命となりました
τ
東亜川文書院は上海にあった大学です亡当然の事として、日本の大学では小凶人に前も知ら 大学だけ 、小川の人々に強い術幣を与えることに りまし 。
ι1H
院生「通訳
従．
mL
開始の直後、川文み院虹怖路校合が放火により焼失
ことも、偶然ではないと忠われます
c
中国側の川文書院評
価は戦後しばらく 問、この時期の後遺症を引 づる事になりました。時代の流れの中で、近年 東亜同文書院が果たした巾凶研究・教育と日中関係での役割が、中凶の研究者の問で再評価されつつあります口愛知大学は、京一地川文力院大学の市渋にみちた戦争の時代を踏まえ、「愛知大学設立組立川」で次のように述べて
います。「定（まこと）に新日本の進むべき方向は川来の軍同主義的、侵略主義的等の諸傾向を一榔し、社会的存在の全範域に一
H一って民主主義を実現し臼らを文化、道義、．十
和の新凶家として再建することに依り、世界の一員として世界文化と平和に貢献し得る如き者たらんとすることでなければならない」口
『ブックレット束亜同文書院大学と愛知大学』は、創立
以来、半世紀を経て愛知大学の生い立ちを世 問い 愛知大学の歴史と伝統の原点を再認識する資料として刊行しました円それは自ずと、東亜川文井院大学と愛知大学という．つの大学の消滅と誕生をとうして、日中関係現代史の断刷、日中戦争の附山んへの閃心を呼ぶことに繋がりました
c
一，山…川下．小忘後事之附」（過去を忘れず将来の師とする）、
時かに半悦紀も前、飢父りの 代の出来事です
c
いま行い
世代はもちろん、働き躍りの間代も含め、日本と小闘 ．不幸な時 の認識は希薄と一一一一
uわれています。しかし、愛知大
学の創立計たちが直接関わった事柄だ に’身近な現代史への理解ですし 間的経過の点で甘えば、山恒悠北地大学で悩沢諭’
uhH、早稲川大学で大限前一信の故事が語られ、一世紀も
前の設立の経緯と建学の精神が語り継がれています。愛知大学でも歴史的転換期の中で東亜同文書院大学の教職員・学生の結束をもとにして創られ愛知大学創立に到る故事はその歴史的背呆をふくめて、時代を超えて語り紋が ていく事柄と考えます
U
1,;J i.: ;1l院ぷ念 rn :i2 
おわりに
I1l
東軍同文書院の伝統を
受け継ぐ現代中国学部ある研究計のインタビューに、一広東班川文作院中抗小学生部生で中凶社会科学院教授（当時）史忠康先生は「時代が時代でなければ、東亜同文書院という学校は、とてもユニークで理想的な教育機関だったと思う。今のような一平和な世にこそ、川家的な侵略のド心もなく、け小川門川のために若い人が学ぶ、書院のような学校があれば」（水谷尚子『東亜同文会史論考｜｜東亜同文書院に学んだ中同人』財団法人霞山会）より）と語っています。現代中川学部は一九九七年、愛知大学創
1
．K卜刷年を機
に開設されました白弘立大学創設者の建 柿神が風化し教学の特色を失いつつある今日 私学の．山内興のために、建学の精神を今日的諸課題を踏まえての具現化が要請されています。こ 課題に応え一二世一紀へ向けて、愛知大 の飛服を則する大学改革の取り組みとして現 小川学部 開設れました。現代中凶学部は、愛知大 の干陛紀にわたる中同研究・教育 実績 基として開設されたもの あります
c
そして、現代中同学部は東亜川文書院の歴 を受 継ぐ知大学ならではの学部として、識者の評価 受けました口
一．
0
叶一紀の初版一九
O
一年に日中提携、京一生保全、世界
平和の人材養成を目的に東亜川文丹院は設立されましたが現代中同学部は二十一世紀初頭の二
OO
一年に、新しい世
紀の日中関係を初う人材として、第一期生を慨に送りだす事になります。東．
m川文内院一円評価は、白然の流れとして
現代小川学部を誕生させたとも
.. けえます。五十周年の愛知
大学にとって凶縁ある時の利であり、愛知大学は没個性の大学から、例性派の大学として、新たなる飛躍への道を歩むことになる 言えましょう
D
追記・・・・・本稿は昨年の存に主主」上げま た己その後昨年の
九月に天津で、尾崎秀樹先生の計報に接しました。先生は「京版川文書院大学の伝統を受け縦ぐ愛知大学が、現代中川学部を開設し、その意義ある法慨を顕在化させた」と、お
4．一一川葉を下さったことが記念と
なりました口名古屋テレビ制作「育存の中国」は、二月に地元東海地以のエリアで一時間番組を、一一一川には地元を合む全川放送を：・
0
分番組で放送、久しぶりの削械
です。名十日
Mm
テレビの海老名敏宏制作部長から、昨
年春に連絡をうけ企凶のお話をお聞きした時「五年前に『ブックレット東亜同文書院大学と愛知大学』読んで以降、この番組の 耐を治めてきた」と「古存の小川」制作への経過を伺いました。その時 たしか－九年ほどまえ名占屋テレビから屯請を つけ ことを思い出し、海老名部長の熱意を感じました。そして昨年の一息以来、東亜同文書院大学記念センター委
μ
の立場からも、この番組の制作に協力させてい
ただきました。
（二
000
年一月
33 ブックレノト r!Ji 亜｜”l 文r'l l完 J.:.:'t・と愛w大学」の編集に批わって
